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〈表紙の写真〉祖納公民館「品取狂言」

危機的な状況にある言語・方言サミット八重山大会（２０２５年１０月２５日、於・

石垣市民会館大ホール 提供・米盛恭子）



２２００２２５５年年度度 竹竹富富町町ののシシママムムニニ保保存存・・継継承承ののととりりくくみみ

◆シマムニ普及推進部会

シマムニ（島言葉）は、歌謡・芸能の基盤であることはもちろん、私たちのアイデンティティーにも直結す

る貴重な文化遺産です。しかし２００９年、ユネスコ（国連教育科学文化機関）は、消滅の危機にある８言語のう

ち、竹富町の島々のシマムニを含む八重山語が、「重大な危機」であることを発表しました。

現代は、社会・暮らしの変化や、移住者の増加に伴い、シマムニを使用される機会が失われつつあります。

方言を自在に使うことができる先輩も限られてきました。こうしたことから、シマムニは今や消滅の危機に瀕

しているといえます。

こういった状況を鑑みて、２０１９年、竹富町の島々村々のシマムニ（島言葉）を保存のみならず、普及と推進

をも視野に入れ、「シマムニ普及推進部会」が発足されました。このシマムニ普及推進部会が中心となって、

部会の発足以降、毎年「竹富町シマムニ発表会」を開催しています。発表会も会場を地域持ち回りの形式で既

に４回の会を重ねています。第１回（２０１９年）は竹富島、第２回（２０２３年）は小浜島、第３回（２０２４年）は黒

島、第４回（２０２５年）は波照間島で開催されました。第５回は鳩間島での開催が決まっています。

◆第４回シマムニ発表会

２０２５年７年６月２１日、波照間島農村集落センターにて、第４回シマムニ発表会が開催されました。今回は、

竹富町全域（波照間島、西表島祖納、西表島古見、鳩間島、小浜島）から７組計３７人が出演しました。

発表会は毎回、「島言葉を忘れたら島を忘れ 島を忘れたら親をも忘れる」という内容を、各会場地域のシ

マムニで表わし、それを標語として会場に大きく貼りだすのが恒例です。第４回は波照間言葉で「シマムニ

バスシャチャ シマ バシィルン シマバシィチャ ウヤ バシィルン」と掲げられました。

プログラムは次の七つの発表が行なわれました。

①「東村のコンギ」（波照間公民館東組）

②「イユファイダーぬ話」（西表島祖納・那良伊隼人）

③「バーヌ ウムイル クモー村」（小浜島・入羽一成）

④「波中の一日 ベスマー 波中 ヌ ガク ヌ スカマー」（波照間中学校１年生）

⑤「十二支のおはなし―ネズミとネコのおはなし―」（西表島古見・古見公民館）

⑥「ヤキヌ デンテン ファムレうた」（鳩間島・田代馨）

⑦「西村のコンギ」（波照間公民館西組）。

本号には〈資料１〉としてパンフレットを収録しましたが、①⑦は『竹富町史だより』〈第５６号〉に収録し

たので割愛することにします。

当日は、仲底善章氏の波照間方言による司会進行でスムーズに進められました。この模様はYouTube でも

配信され、遠隔地からの視聴もありました。

発表の形式はお話や、演劇など自由です。お話に歌やハーモニカの演奏を挿入したり、それぞれ工夫してシ

マムニを発表しました。満場の観客は、各地似ているようで、また独特の味わいのあるシマムニを堪能し、大

いに盛りあがりました。

講評では、シマムニを話せる世代の高齢化とともに、継承が難しくなってきているが、島の宝であるシマム
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ニを積極的に使っていこうという呼び掛けがありました。

◆令和７年度危機的な状況にある方言サミット八重山大会

２０２５年１０月２５日（第１日目）・２６日（第２日目）、石垣市民会館大にて「令和７年度危機的な状況にある方

言サミット八重山大会」が開催されました。趣旨はパンフレットに「日本には消滅の危機にある言語・方言が

いくつもあります。アイヌ語、八丈方言、奄美方言、国頭方言、沖縄方言、宮古方言、八重山方言、与那国方

言、そして東日本大震災被災地方言などです。『危機的な状況にある方言サミット』は、これらの言語・方言

の状況や地域の取組事例の紹介、聞き比べや講演などを通して、文化の多様性を支える言葉の役割や価値につ

いて共に考え、危機的な状況を改善するきっかけとしようとするものです」とあります。主催・共催は文化庁、

沖縄県、石垣市、石垣市教育委員会、竹富町、竹富町教育委員会、国立国語研究所、琉球大学。

第１日目のプログラムは、①アトラクション、②開会式、③基調講演 セリック・ケナン氏「八重山語の現

状とその行方について―歴史的な視点を踏まえて考える―」、④危機言語・方言の聞き比べ、⑤危機言語・方

言による表現披露１、⑥ブースアピール・ブース発表。

第２日目は、①開会、②危機方言の現況報告、③石原昌英氏「八重山地方における取組報告」、④深澤美香

氏「アイヌ語の現況報告」、⑤危機言語・方言による表現披露２、⑥すまむに（方言）を話す大会、⑦閉会。

竹富町からの参加について、第１日目④に、竹富島から石垣久雄氏、黒島から宮良哲行氏が登壇しました。

⑤では祖納公民館が「品取狂言」を披露しました（本号に台本を収録・８－１３頁）。⑥について、３６ブースの

うち、「方言辞典を作る 波照間方言辞典・宮古大神方言辞典」（金田章宏、大嶺高安、伊佐照雄）、「小浜島絵

本の紹介」（花城正美、白保椋之、クリス・デイビス）、「竹富町での活動報告」の三つが竹富町から出展され

ました。なお、「竹富町での活動報告」については、本号収録の「ポスター『竹富町の島じまのコトバ』作成」

（米盛恭子）に詳細が報告されています。

第２日目の⑥「第１３回 すまむに（方言）を話す大会」（石垣市文化協会主催）には、竹富町から仲底善章

氏（波照間島）、野底忠氏（石垣市登野城在、小浜島出身）がそれぞれ「戦後８０年 島から考える『平和への

模索』」、「スマムニ ヌ イルイル」と題して発表しました。前者については、〈資料２〉として本号に収録し

ました。

その他、地元紙（『八重山毎日新聞』２０２５年１０月３日－１０月２５日・全１４回、『八重山日報』２０２５年１０月５日－

１０月２６日・全１９回）では「危機的な状況にある言語・方言サミット八重山大会リレーエッセイ」が連載されま

した。本号にすべてのエッセイを〈資料３〉として収録できました。両紙からの転載について、趣旨を理解く

ださり、こころよく転載を許可していただきました八重山毎日新聞社・八重山日報社両社に感謝申し上げま

す。
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〈島々の踊り・狂言〉

祖祖納納村村 品品取取狂狂言言

「品取狂言」は、西表祖納の笑し狂言の一つで、生年祝いやお正月、その他の祝宴の席などで余興として演

じられます。本筋は、祝宴の座に供される料理に用いる材料を調達する場面（品取り）が演じられますが、祝

いの主題によって毎回、台詞や演出に工夫が凝らされます。

ここに収録する台本は、「令和７年度 危機的な状況にある言語・方言サミット」（１０月２５日、石垣市民会館

大ホール）で演じられたものです。祖納屋のお婆さんの９７歳のマインダナー祝における品取りという設定で、

「バラビ倒し」「魚巻ひ」「キゾ掻き」「カマイ捕り」「うなぎ掴み」の場面が演じられます。

御主前は村人を呼び集め、祖納屋のお婆さんのマインダナー祝に供される料理の材料をとってくるように指

示し、村人は分担された品々を山や海から調達します。

それぞれのユーモラスな演技に、会場から大きな喝采が湧きあがりました。

当日の配役、地謡は次のとおり。

出演者 御主前●那良伊隼人
トーシ

バラピ倒し●古見将司、大城千英
イ ユ マ ヒ

魚巻ひ●星光、屋正美、隅田賢
カ

キゾ掻き●星しず、荒木凛子、星洸人、古見茉子
カマイ ト ゥ リ

山猪捕り●荒木和友、金城孝、古見天（カマイ役）
オーニチカミ

鰻掴み●東浜正、松山忠明、崎原朝光、上亀直人（オーニ役）

地 謡 三線●曽根田真、下地周平

太鼓●黒島みほ

拍子木●荒木みさ

笛●大城茂智

御主前 ハイッハイッ シサリ シサリ シサレー。
イリムティ ヤマナ クシ ナリヤ ファー

西表ヌー 山ヌ後ラ トゥビィ ンディタル、成屋ヌ子ユー。
ス ネ ム ラ キ

バヌメ祖納村ラ来ャンユー。
アツァ バハーシマ

明日メ 我島シ
ス ネ ヤ ヨイ

祖納屋ヌ アッパーヌ 九十七歳ヌ マインダナー祝ヤリキ、
ヤマナ カーラ スーナ

ミナラ 山ディャー 川ディャー 海ッティ ンギリ、

ムールベーシ 品取リスンユー。

トウトウ、カシェーブラルン。

パイサ ンゴチェ。

（はいはい、申します申し上げます）

（西表山の後から飛び出でたる、成屋の子です。）

（私は祖納村から来ましたよ）

（明日は我らの島で）

（祖納屋のお婆さんの９７歳のマインダナー祝だから）

（今から山やら川やら海へ出て）

（私達皆で品取りをしますよ）

（よしよし、こうしてはいられない）

（早く出よう）
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トーシ

〔バラピ倒し〕

将 志 トウトウ、カイサル バラピメ ダンドゥ アルッカヤァー。

千 英 アットゥ、アットゥ。

ヘエェー、ラーサル バラピ アットゥヨ。

将 志 モーヒラ、ピトゥメ ヤマナナ ペーリッティ

ヤマナヌキー ヒダリルバショー、

願イス ナーレヤリキ、

カシ願イ シサリルンユー。

〈ムニカザリ〉 ウートードゥー。

アツァヌ ヨイヌタミナ バーミー バキシトーリヨー。

カシューシサリ。
ちゅ ユ ダ ム チ ちゅ

《歌》 あんだぎ清らさるヤマワラビ 枝持ちぬ清らさ
ミドゥリ さ し す い ハンジョ

緑 差し添い 繁盛すっさみ
ウヤ バヌ シマ

親はじみ我までぃん 島ぬあるまでぃん
なが ワ ウ ヤ ガ ナ シ

長らいくみしょり 我親加那志
ウニ ゲ －

御願いだやびる

将 志 トーウ、コビェー アッカラ ヨイサリル。

バヌ オイダリメ オービユー。

〔魚巻ひ〕

光 トウトウ、パンキャー ミナラ イユマヒスンドー。

クヮーヤッカラ オービヌイユ トゥリルドゥラー�

全 員 おぉー�

光 トウ、ヒャー。パイサ イユ ミチキリヨー。

正 美 ウレウレウレ、イユ�

光 マチヨー、ミャー クンチャン マチ。 トウ、ミナ！

光 フェーフェーフェー、ヌードゥ シブリャー？

ピトゥムトゥシ マタ アンマヒ！

イユヌウギ ミリヨー、イユ。

正 美 タンディ、タンディ。

光 トウミナ、 マヒ！

光 トウ、ウレー ボーダイユ。 ウレー シチイユ。

正 美 マイサル アカジンドー�

光 トウ、コビェー アッカラ ヨイサリル。

ウフナミアラナミサカ パ リ

《歌》 あねるイラブチャさぎどぅ 大波荒波逆走りてぃ
イン ヌ シク ハンジョ

海ぬ底とぅてぃ 繁盛すっさみ
ウヤ バヌ シマ

親はじみ我までぃん 島ぬあるまでぃん

（よしよし、美しいバラピは何処に有るかねぇ）

（あるある。）

（ほう、素晴らしいバラピ有るよ）

（昔から、人は山に入って）

（山の木を頂く時〈場合〉は）

（祈願する習わしだから、）

（このような祈願をいたします）

（畏れ多くも）

（明日のお祝いの為に、私の分を分けて下さい）

（このように申し上げます）

（あれだけ美しいヒカゲヘゴ 枝ぶりの美しいこと）

（緑を差し添えて繁盛するように）

（親をはじめに私までも 島のあるまでいつまでも）

（長生きなさって下さい 我が親さまよ）

（お願い申し上げます）

（よーし、こんなにもあればお祝いできる）

（私の任務はおしまいですよ）

（よしよし、おれたち今から魚巻きするよー）

（ここだったら沢山の魚獲れるだろう�）

（おう�）

（よし、すぐ。早く魚見つけれよー）

（そこそこそこ、魚�）

（待てよーもう少し待て。よし今！）

（あれあれあれ、何しているか？）

（もう一度、網巻け。）

（魚の動き見れよー、魚）

（ごめん、ごめん）

（よし今、巻け）

（よし、これはボーダ魚。これはシチ魚。）

（大きなアカジン魚だよー�）

（よし、こんなにもあればお祝いできる）

（あのブダイ魚さえもが 大波や荒波にも逆走って）

（海の底だとしても 繁盛するように）

（親をはじめに私までも 島のあるまでいつまでも）

―9―



ナガ ワウヤ ガ ナ シ

長らいくみしょり 我親加那志
ウニ ゲ ー

御願いだやびる

光 トウトウ、スーンピサヌキャー ヤーッティカイリャ。

ハイ、カタミリンニ。

正 美 シュイッシュイッ。

〔キゾ掻き〕

し ず ウリラ キゾ掻きスンユー。

バシマヌ ファンキャー パイサ クーヨー。

トウ、マジ、会場ヌ ケーラッティ 自己紹介シーヨー。

パイサ、パイサ イダシヨー。

凛 子 バヌメ荒木ヌ凛子ユー。
ホシヤ

洸 人 バヌメ星屋ぬ洸人ユー。
ピンツァ

茉 子 バヌメ古見ヌ茉子ユー。

し ず バー キゾ掻キシリキ

ウサダン ファンキャー キゾ アチミリヨー。

凛 子 キゾッティ ヌーリャ？

洸 人 バー シサンヨー。

茉 子 キゾッティ ヌーリャー？

洸 人 バー シサンヨー。

し ず ウリウリウリ、キゾ�

全 員 ウレー キゾ�

し ず トウトウ、パイサ アチミリヨー。

トウトウ、キミッサイ キミッサイ。

コーベアッカラ タリスヨー。
シナドゥリ ウタ

品取りヌ歌シ ヤーッティ カイリスヨー。

全 員 オォー�

パ イ ウ リ テ ィ

《歌》プシキぬ下らぬキゾガマ 大湊から這い下りて
イン ヌ シクウティ ウフ

海ぬ底落ち 大ギーラ成るまでぃ 繁盛すっさみ
ウヤ バヌ シマ

親はじみ我までぃん 島ぬあるまでぃん
なが ワウヤ ガ ナ シ

長らいくみしょり 我親加那志
ウニ ゲ ー

御願いだやびる

し ず スーン ミチヌキャー キゾカタミ

ウリラ ヤーッティ カイリルベー。

〔カマイ捕り〕

館 長 ミサリオルンネーラー。

（長生きなさって下さい 我が親さまよ）

（お願い申し上げます）

（はいはい、潮も引かない内に家に帰ろう。）

（はい、担いでごらん）

（さあさあっ）

（これからキゾ掻きするよ）

（我島の子ども達、早く来いよー）

（よし、まず、会場の皆さんへ自己紹介しなさいね）

（早く、早く出しなさいよ）
アラキ

（私は荒木の凛子です）

（私は星屋の洸人です）

（私は古見の茉子です）

（私はキゾ掻きするから、）

（あなた達子どもらはキゾ集めれよー）。

（キゾって何か？）

（おれは知らないよー）

（キゾって何かー？）

（おれは知らないよー）

（それそれそれ、キゾ�）

（これはキゾ�）

（よしよしよし、早く集めろよー）

（よしよし、素晴らしい素晴らしい）

（これだけあれば足りるよ）

（品取りの歌をして家に帰るよ）

（おぉー�）

（マングローブの下方のヒルギ貝 大湊から這い下りて）

（海の底に落ちて 大きなシャコ貝になるまで 繁盛するように）

（親をはじめに私までも 島のあるまでいつまでも）

（長生きなさって下さい 我が親さまよ）

（お願い申し上げます）

（潮も満ちない内にキゾ担げ）

（これから家に帰れるだろうね）

（お元気でおられますか？）
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バヌメ祖納公民館ヌ館長ユー。
ヤン シク

チクラ山ぬ底マディナン

カマイ トゥリッティ キーシタスヌ、

ムットゥ ミヌサッスヌラー。

トウ、バキサルムヌ ギバリオーリヨー。

琉球犬 ワンッッ�（ナラン�）

館 長 トウ、マジ、バナミマーリセー ンギリャ。

青 年 オウ。

館 長 イェッ、ウラメマイナリ。

バヌマイナリ。

イヌ、ウランマイナリ。

琉球犬 ワンッ�（アブナッサダル�）

館 長 アァー、ミンサッスヌラー。

青 年 アイ、カマイミラリル！ウリ！

館 長 ンダー、ダンドゥ ブリリャー�

青 年 ウリ！ウラ シンタナドゥ ブットゥ�

館 長 グイヤー� グシ！パイサ グサンナー�

琉球犬 ワンッッ�

館 長 アァー、バータマシ トゥビンギリャン。

ヘェーェ、ボ、ボボボボボボ、ボーリャー！

ボボボボボ、ボーリャー�

館 長 マイッサル カマイドゥラー。

ヤアアー、コビェー アッカラ マタ

ウブヨイ マーヨイ ナリスドー。

ムカシフルギ む い かぶり

《歌》 あねるヤマシシさぎどぅ 昔 古着ば生え被り

島ぬあるまでぃ 繁盛すっさみ
ウヤ バヌ シマ

親はじみ我までぃん 島ぬあるまでぃん
なが ワウヤ ガ ナ シ

長らいくみしょり 我親加那志
ウニ ゲ ー

御願いだやびる

館 長 ウラ グサリキドゥ ウラドゥ カタミ。

ヘッ、パイサ カタミリッ。

ホーミャン ホーミャン。

パイサ カイラナッカラ ナランドー。トウトウ。

オーニチカミ

〔うなぎ掴み〕

シザカタ ウラチカーラヌ ウフオーニ、ダナドゥ ブリスッカヤー？
ナナピロ

長 男 七尋バレー アリシッティ、

ミンチ アイスッカラ ピキソーラリ シーチキ スンディソウ。

次 男 ウレー ミヌサーキャー マイサイラー。ミンサッスヌラー。

（私は祖納公民館の館長です）

（チクラ山の奥底までも）

（山猪を捕りに来てるけど）

（ほんと恐ろしいなぁ）

（さあ、若者がんばりなさいよ）

（ワンッッ�〈できない�〉）

（さあ、まず罠の見廻りをしに出よう）

（はい。）

（おいっ、お前は前になれ。）

（私の前になれ。）

（犬、お前も前になれ。）

（ワンッ�〈危ないっ�〉）

（あぁぁ～、恐ろしいねぇ～）

（あれ、カマイ見える。ほら。）

（どれ、何処にが居るか�）

（そこ！貴方の後ろにが居る�）

（うわぁー� 殺せ！早く殺さんかー�）

（ワンッッ�）＊（がぶっと噛み付いて仕留める

（あぁ～、私の魂飛んで行ってしまった）

（ほーう、ごごごごごごご苦労！

（ごごごごごご苦労さん�）

（大っきなカマイだなぁー）

（ひえぇー、こんなにあったらまた）

（大祝真祝できるぞー）

（あの山猪さえもが 昔古着〈のような古毛〉を生え着けて）

（島のあるまで 繁盛するように）

（親をはじめに私までも 島のあるまでいつまでも）

（長生きなさって下さい 我が親さまよ）

（お願い申し上げます）

（お前が殺したからお前が担げ）

（へっ、早く担げ）

（日が暮れる日が暮れる）

（早く帰らないといけないよー。さあさあ）

（浦内川の大ウナギ、どこにおるのかねぇ？）

（七尋くらいあって、）

（目が合ったら引きずられ沈められるってよ）

（それは恐ろしいほど大きいね。恐ろしいなぁ）
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シザカタ ウリッ、 マーナ ヌッカー ブリドゥル！

ウフオーニ！ チカミ！

長 男 ギンニ ブリャン！ トウ、チカミャー。

シザカタ ミンサッスヌラ～。

マイサルイシ、ザブラッティ ナンギリ！

長男・次男 アーシラー、シサロ！

全 員 ヒヤマッタン…ハイッ�

ウナギ アガヤー、ヌードゥ シブリャー！

マイマイラ カサマッサヌ！

カンタッティ ンギリ！ ムットゥ ナーランミャー。

次 男 シーザ、ヌーシ シャー�

シザカタ マチオーリ。

ウチキッティ チカムッカラ ナランドゥラー？

シタリ ニンガイシ、 ウリラ チカミ シミリンニ。
ヌシ マイ

シザカタ 浦内川ヌ主ヌ ウフオーニヌ前、
アツァ ウフヨイ

明日メ 大祝ヌ アルチケンナドゥ、

ドウディッカラ マタ バハダンッティ チカマエ サシミリトーリ。

ウラヌミー アールカカラ チカイシリキ ヒリオリトーリユー。
ニガ

バーミーン バキシトーリリ 願いシサリルンユー シサリ。

ウナギ アーシヤッカラ シヨーヌ ミャン。

トウ、パイサ チカイシ。

ディー、ンゴー。 パイマリヨー。

シザカタ トウヒャー！ ベヌウムイ トゥーリャン。

トウ、 パイサ カイリスド。

ウヌマイナ ヨイヌウタ カザリシ。

ウ フ オ ー ニ イン シク カイ

《歌》川底座りおる 大ウナギ 海の底までぃ 帰りとぅてぃ
マタ ハンジョ

又んおーりり 繁盛すっさみ
ウヤ バヌ シマ

親はじみ我までぃん 島ぬあるまでぃん
なが ワウヤ ガ ナ シ

長らいくみしょり 我親加那志
ウニ ゲ ー

御願いだやびる

〔終幕〕

御主前 シサリ シサリ シサレー。

トウトウトウ、ミナドゥ品バムリキタス。

ケーラ パイサ アチマリヨー。

御主前 ダーダー、ウサダン、トゥリヌムヌ イダシミリ。

バラピ、キゾ…ウーヘー、オービヌイユ！

アイッ、マイサルカマイ！！

御主前 クリドゥ…、ウラマタコーサヌバラピチキッタナァー。

（ほら、あそこに何かいる！）

（大ウナギだ！掴め！）

（本当にいる。よし掴まえろ）

（恐ろしいなぁ）

（大きな石、頭へ投げれ！）

（そうだな、やろう！）

（一斉の、それっ�）

（あーもう、何しているか！）

（前々から騒がしい！）

（あっちに行け！本当にならんねぇ）

（兄貴、どうしようか�）

（待ちなさい）

（むりやり捕まえるからできないだろう？）

（先に祈願して、それから捕まえてごらん）

（浦内川の主の大ウナギ様）
ウフヨイ

（明日は大祝があることから、）

（どうか私たちに捕まえさせて下さい）

（あなたの身、あるものすべてを使うからいただかせてください）

（私の分も分けてくださるよう、お願い申し上げます）

（そうであったら仕様がない）

（とう、早く案内しろ）

（さあ、行こう。 急げよー）

（やったー！ うちらの想いが通じた）

（とう、早く帰るぞ）

（その前にお祝いの歌を飾れ）

（川底に座り佇む大ウナギ 海の底まで帰るとしても）

（再び来ていただくよう 繁盛するように）

（親をはじめに私までも 島のあるまでいつまでも）

（長生きなさって下さい 我が親さまよ）

（お願い申し上げます）

（申します申し上げます）

（さあさあさあ、今が品を盛るほど取って帰って来たよ）

（皆さん早く集まれよー）

（どれどれ、お前たち、取って来た物出してみれ）

（バラピ、キゾ、ウーヘー、いっぱいの魚！）

（大きなカマイ�）

（これは…、お前はまた硬いバラピを用意したのかー）
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御主前 イーユ�

ホォー、コビェー アッカラマタ オービヌナマシ キサリスドー。

御主前 ウレーキゾ掻き。タカッチャ アットゥベー？

御主前 ハイトウ、カマイ�館長、ギバリオッタンナー�

館 長 ハァーミャー、バーカスンティカタミ

パイナンギナランサァー�

御主前 トウトウトウ、オービヌ品バ トゥリキャン。

ボーリャー ボーリャードー。

オーベ チキッカラミャー、

ムールシウブヨイマーヨイサリスドー。

ウヌシマナ ヨイヌウタバ カザリシ。

ハイ、シサロシサロ。ヤァッ、ハイ�

キィユ ヒ ヒ

《歌》今日ぬ日ぬさにしゃ ゆかる日ぬいそしゃ
とぅむ うどぅ うた あし

共に踊てぃ 唄い遊ば
ウヤ バヌ シマ

親はじみ我までぃん 島ぬあるまでぃん
なが ワウヤ ガ ナ シ

長らいくみしょり我親加那志
ウニ ゲ ー

御願いだやびる

御主前 トウ、ウヌバショー 行事セー ムドゥリドー。

ケーラ ナリオーリ、

ケーラ ウリアシビ ニハイユー。

バハ パナシメ オーベユー。

（魚�）

（ほぉー、これだけあったらまたいっぱいの刺身が切れるよ）

（この人はキゾ掻き。たくさんあったんだなぁ）

（はいよし、カマイ�館長、がんばっておられたか�）

（はぁーもう、俺が加勢して担ぎ、）

（足が不自由でならんよー�）

（よしよしよし、いっぱいの品を取って来ている。）

（ご苦労ご苦労さまだよ）

（それだけ用意できたらもう、）

（皆で大祝真祝されるよ）

（この島に祝の歌を飾れ。）

（はい、申し申そう。さぁ、はい）

（今日の日の嬉しさよ ゆかる日の喜ばしさよ）

（共に踊って 唄い遊ぼう）

（親をはじめに私までも 島のあるまでいつまでも）

（長生きなさって下さい 我が親さまよ）

（お願い申し上げます）

（よし、この時は行事しに戻るよ）

（皆さんおいでいただいて、）

（皆さんそれと遊んでいただいて、ありがとう）

（私たちの話はお終いです）

（祖納公民館提供）
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狩 俣 恵 一

テテーードドゥゥンンムムニニ（（竹竹富富言言葉葉））一一口口メメモモ

① 竹富島でよく使われ、相手に決定的なダメージを与える言葉に「イーシ」があります。この「イーシ」は、

「イーーーシ」と、力強く長く伸ばして言えば言うほど「これはまったく話にもならないくだらないこと

だ」という強い否定になり、相手に大きなダメージを与えます。それとは逆に、「イシ」と軽く言えば、「つ

まらない」程度の弱い否定になります。

この「イシ」は、古語のエセ（似非）で、「つまらない」「見苦しい」の意味でした。例えば、エセウタ（似

非歌）は「つまらない歌」、エセモノ（似非者）は「軽薄な人」「くだらない人」の意味です。よって、竹

富島の「イーシ」「イシ」は、古語のエセ（似非）と同じ語源であることがわかります。

② 竹富島の言葉には、音の強弱で敬意を示したり、相手を軽んじたりすることもあります。例えば、低く重々

しく、イージャ（父）・アンマ（母）・アウジ（祖父）・アッパ（祖母）と発音すると、敬意を表するこ

とになりますが、やや高い音でイージャー・アンマー・アウジェー・アーパーと伸ばして言うと、相手を

見下げた意味になります。同じく高い音で、タカシ・ヤスノブ・トモコ・カオルを、タカシャー・ヤスノ

バー・トモカー・カオラーと伸ばして言うと、相手を蔑んだ言い方になります。

上記①は音声の強弱で意味の強弱を示し、②は音声の高低で敬称と蔑称を示す言い方になります。ところが、

次の③④は和語（漢語）を逆の意味に変え、すり替えた意味で使っています。

③ 竹富島のクンジョーンジルは、「怒る・怒っている」という意味ですが、共通語に訳すると「根性出る」

です。共通語の「根性」は、「あいつはいい根性している」とか「根性のある男」などのように比較的よい

意味で使われます。ところが、竹富島ではヤナクンジョー（嫌な根性）という言葉に代表されるように、

クンジョー（根性）は、悪い意味で使うことが一般的です。それで、クンジョーンジル（根性出る）は、「怒

る・怒っている」という意味に変わったと推測されます。

④ 竹富島の挨拶言葉は、クヤーナラーです。共通語に直訳しますと、「クヤミますよ」で、クヤミは「悔み」

です。つまり、葬式の挨拶言葉の「お悔やみ申し上げます」の「悔み」が、日常の挨拶言葉に変化したよ

うです。クヤーナラーのクヤミは「悔み」の意ではなく「頭を下げます」「ご挨拶します」という意味で使っ

ているからです。変化した理由は、「挨拶言葉は改まった場や大勢の前で生まれ、日常語へと展開した」か

らだろうと推察しています。

ちなみに、「おはようございます」は〈ヒトゥーティ（朝）、クヤーナラー〉で、「こんにちは」は〈ピロー

（昼）、クヤーナラー〉、「こんばんは」は〈ユネン（夜）、クヤーナラー〉であるという方もおられますが、

これはあり得ない俗説です。祭りや集会の場などの改まった場や大勢の前で、〈ヒトゥーティ、クヤーナ

ラー〉〈ピロー、クヤーナラー〉〈ユネン、クヤーナラー〉などの挨拶言葉を使うことはないからです。竹

富島では、朝・昼・夜関係なく、改まった場でも「クヤーナラー」で通しているからです。
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唱唱歌歌《《ふふるるささとと》》ををテテーードドゥゥンンムムニニでで歌歌おおうう！！

誰もが知ってる唱歌や歌謡曲など、懐かしのメロディーをシマムニ（島言葉）で歌う試みを、YouTube を

はじめ、さまざまなメディアで知ることができます。例えば、NHK沖縄の番組「うちなーであそぼ」のなか

で、沖縄出身の歌い手たちが童謡や唱歌を沖縄方言に訳して歌うのも同様の趣向です。同じ歌曲であっても地

域や訳者によって多数のバリエーションが見受けられ、まったく飽きることがありません。

昨年（２０２５年）、八重山方言の保存継承を実践する「スマムニ広め隊」（代表・大濱剛）の主催する「スマム

ニ替え歌コンサート」（９月２７日、於・大浜公民館）では、《大浜小学校校歌》のシマムニ版や、中島みゆきの

《糸》、BEGINの《島人の宝》などを八重山方言に訳してうたい、大盛況だったようです（『八重山毎日新聞』

２０２５年９月２８日付、仲間清隆「不連続線」『八重山毎日新聞』１０月１２日付参照）。このとき歌詞の共通語がすべ

て八重山語に置換することができたのか、またどのように表現されたのか、たいへん気になるところです。

かつて竹富島では、テードゥンムニ（竹富言葉）に翻訳した流行歌の替え歌がたくさん作られたようです。

大山正夫氏の著書『続・昭和の竹富―誰か故郷を想わざる―』（１９９１年）には、味わい深いテードゥンムニに

翻訳された《ふるさと》《船頭小唄》《赤城の子守唄》《二人は若い》《満州娘》《旅の夜風》《誰か故郷を想わざ

る》《リンゴの唄》《啼くな小鳩》《お座敷小唄》の１０曲が、「竹富の愛唱歌」として収録されています（事例の

一つとして、文末に《リンゴの唄》の原曲とテードゥンムニ版を並べておきました）。

ところで、《ふるさと》は１９１４年（大正３）に、作詞・高野辰之、作曲・岡野貞一によって生み出された唱

歌です。《ふるさと》を聞くたびに、誰しも故郷へのノスタルジアがかきたてられることでしょう。「第４６回テー

ドゥンムニ大会」（２０２５年）では、《ふるさと》のテードゥンムニ版をみんなで斉唱しましたが、その歌詞と「竹

富の愛唱歌」収録の歌詞には異同がみられました（石垣久雄「第４６回テードゥンムニ大会」本号４６頁参照）。

これらを比較するため、次に作表してみました。

①原曲
②大山正夫「竹富の愛唱歌」

『続・昭 和の竹富』収録歌詞（１９９１年）

③第４６回テードゥンムニ大会

（２０２５年）

１
番

菟追いし かの山

小鮒釣りし かの川

夢は今もめぐりて

忘れがたき ふるさと

うしゃ う

兎ぎ追いたるあぬむい
いじよう

小漁つるたる タッシぬピー
いみ なま

夢や今ん みらーりってぃ
ばつ

忘きらるぬ ばやテードゥン

ぴーざ そ か むい

山羊ぬ草苅りし あぬ丘
う はま

スルゆ追いし コンドイぬ浜
いみ まな

夢や今ん みぐりてぃ
うむ だ テードゥンしま

思い出し 竹富 島

２
番

如何にいます父母

つつがなしや友垣

に風につけても

思い出ずる ふるさと

のしど うや

如何おーるかや ばな親

がんじゅし ぶんかや ばなどぅし

雨の、風の日、のーんてぃねなてぃ
うむ

思いんざさりる ばやテードゥン

ば うや

のーしどぅ おりる 我な親
がんじゅう ば どぅし

頑 丈し ぶんかや 我な友達
あみ かじ

雨ん風ん すびてぃん
ばつ ば しま

いじり忘きららん 我や島

３
番

志を果たして

いつの日にか帰らん

山はあおき ふるさと

水は清き ふるさと

うむ

思たくとぅゆかなしてぃ
い ち かい

何時ぬ日にか帰りおーり
かわ

島や昔とう変らぬ
なさ かわ

情きん変らぬ ばやテードゥン

うむ くとう かな

思た事ん 叶してぃ
また かえ

又んいちか 帰りおり
しま かわ ば テードゥン

島や変らん 我や竹富
なさ かわ テードゥンしま

情きん変らん 竹富 島
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上の事例を挙げるまでもなく、翻訳者によって描きだされる世界が異なってくるのも理解できます。①原曲
むい

の１番の歌詞をみると、山・川のない隆起サンゴ礁の平坦な島では、「あの山」は「あぬ丘」で、「かの川」は

②「タッシぬピー」、③「コンドイぬ浜」になっています。

ちなみに「タッシぬピー」は、『竹富方言辞典』には「タッシピー」（固有名詞）で立項され、「高干瀬。竹

富島西方の海にある干瀬の名。タッシはタカヒセ（高干瀬）の変化。ピーは干瀬」と説明され、例文に「キュー

ヤ タッシピーヌ マーイドゥ、イシュ シナ ハリッタラ（今日は高干瀬の辺りに、潮干狩りに行っていた

ね）」とあります。
うむ うむ くとぅ かな

また、３番の①「志を果たして」が、②「思たくとぅゆかなしてぃ」、③「思た事ん 叶してぃ」であるの

も、竹富島の古謡にならった伝統的な表現を援用していることが分かります。

このように翻訳は、訳者の素養も問われるものです。原曲のイメージを大切にしつつ、想像の翼を広げるこ

とによって、原曲以上に共感を呼ぶ翻訳ができれば、それは一つの文芸作品ともいえるでしょう。また、翻訳

の多様性を思うと、複数の訳を比べてみるのも一興です。

ところで以前、古堅節氏（１９２６生まれ）に唱歌《赤とんぼ》のテードゥンムニ版をリクエストしたことがあ

ります。冒頭の「夕焼け小焼けの赤とんぼ」をどのように訳すのか、少し意地悪なお願いでしたが、節氏は「赤
てぃん あか

さる天ぬ赤あーけーじ」と豊かな声量で歌われました。詩人のような古堅節氏の感性に、竹富島の夕景が目に

浮かび感動しました。このように翻訳は単なる逐語訳だけでなく、自由な発想でもって取り組むことも考えた

いものです。

言語学者・かりまたしげひさ氏は、誰もが知る歌曲の島言葉への翻訳に、カラオケを活用することを一手段

として推奨しています。原曲を下敷きにしつつ、島言葉に翻訳していく作業は、言語継承の観点からも効果的

であるとのことです。同時に、一芸としても立派に成立することも強調されていました（方言サミットのプレ・

イベントでの講演）。いろいろな歌の翻訳を楽しみながら取り組んでみてはいかがでしょうか。

（飯田泰彦）

〈資料〉《リンゴの唄》（作詞／サトーハチロー、作曲／万城目正）

＊左に原曲の歌詞、右にテードゥンムニ訳（「竹富の愛唱歌」収録）を並べました。訳は( )で括りました。

＊原曲は４番までありますが、テードゥンムニ訳のついた１番、３番のみ抽出しました。

ふち

赤いリンゴに くちびるよせて （赤さるリンゴに 口ぬすばゆしぃてぃ）

だまってみている 青い空 （だまりってぃ見どぅすんが おおいるてぃん）
のう

リンゴはなんにも いわないけれど （リンゴや何ん あんざんすがどぅ）

リンゴの気持ちは よくわかる （リンゴぬ肝心や、ひごさら知っどぅるちょう）

リンゴ可愛いや 可愛いやリンゴ （リンゴかぬしゃぃや かぬしゃるリンゴ）

ゆ

朝のあいさつ 夕べの別れ （しとぅむてぃぬあいさつ 夕ねんやばーりてぃ）

いとしいリンゴに ささやけば （かぬしーやるリンゴに 相談しぃりーば）
む に

言葉は出さずに 小くびをまげて （言葉んあんざなってぃ ぬぶいゆまぎてぃ）
あちゃ いみ

あすも又ねと 夢見がお （明日んならぬてぃどぅ 夢どみしる）

リンゴ可愛いや 可愛いやリンゴ （リンゴかぬしゃぃや かぬしゃるリンゴ）
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〈資料１〉〈資料１〉

第第４４回回シシママムムニニ発発表表会会

はは、、ここちちららののQQRR ココーードド

かかららごご覧覧いいたただだけけまますす。。
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『 シマムニ バスシャ チャ シマ バシィルン
    シマ バシィチャ ウヤ バシィルン 』

（ 島言葉を忘れたら島を忘れ、島を忘れると親を忘れる ）
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〈資料２〉〈資料２〉

戦戦後後８８００年年 波波照照間間島島かからら考考ええるる「「平平和和へへのの模模索索」」
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リレーエッセイ

〈資料３〉〈資料３〉

危危機機的的なな状状況況ににああるる言言語語・・方方言言ササミミッットト八八重重山山大大会会
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竹 富 町 史 だ よ り
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� 編編 集集 後後 記記

『竹富町史だより』〈第５７号〉を刊行することができました。本号のテーマは「シマムニ」（島
言葉）。２０２５年度の竹富町のシマムニの保存・継承の取り組みを概観して報告しました。
２００９年、ユネスコ（国連教育科学文化機関）が、消滅の危機にある８言語のうち、竹富町の島々
のシマムニを含む八重山語が、「重大な危機」であることを発表しました。その後、沖縄県の取
り組みもあいまって、八重山地域においてもシマムニの保存・継承活動の機運がにわかに高まっ
てきたように思われます。
竹富町教育委員会では、竹富町の島々村々のシマムニ（島言葉）を保存と同時に、普及と推進
をも視野に入れて取り組んでいこうと、２０１９年に「シマムニ普及推進部会」を発足しました。こ
のシマムニ普及推進部会が中心となった「竹富町シマムニ発表会」も２０２５年の波照間島大会で４
回を重ねています。また、発表の形式が自由であるのも良いと思います。
毎回、古見公民館は、「うさぎとかめ」「花咲かじいさん」「大きなかぶら」「十二支のおはなし」
など、誰もが馴染みある話を演劇にして楽しませてくれます。波照間島大会では、当島から三つ
の演劇が発表されました。「東村のコンギ」「西村のコンギ」は、波照間島の旧盆行事ムシャーマ
で毎年演じられる伝統的なコンギ（狂言）です。それに加えて、波照間中学校の１年生は、創作
劇「波中の一日」を披露し、日常の学校生活をシマムニで演じきりました。演劇という形式を借
りつつ、学校生活を方言で表現した試みはとても新鮮でした。また、「２０２５年度危機的な状況に
ある言語・方言サミット八重山大会」では、西表島祖納村が見事な「品取狂言」を披露し、万雷
の喝采を浴びました。
こうした「方言台詞劇」は、保存・継承においても効果的です。劇にはその役柄にふさわしい
適材適所の配役がある一方で、役を入れ替えできるという側面も持ち合わせています。役を演じ
るなかで、誰もが方言の話し手になれる利点があります。そのとき、演劇という形式は、生きた
方言を保存する器ともいえるでしょう。
その他、サミットに合わせて地元紙上で全３３回のリレーエッセイが行なわれました。そこから各
地・各団体・各自の活動や、模索する多様な取り組みを知ることができたのも有意義でした。
２０２５年のトゥバラーマ大会「作詞の部」において、佳作に選ばれた田安苗子氏の作品は、いみ
じくも「すまむに」（島言葉）を積極的に使っていこうと呼び掛けたものでした。
あったらすまむに のーで いざばん かざめーつくかー とぅみらるなー
ンゾシーヌ とぅりいだし いじはららー
歌詞は「大事な大事な『すまむに』を、どうして使わないの。しまっておいたら、なくなって
も気づかないよ。しまっておかずに取り出して使っていこう」というものです。島言葉を記録や
文化遺産として「保存」するだけでなく、日々の生活のなかで意識的・積極的に用いることも心
がけたいものです。

（飯田泰彦）

e-mail : taketomi-choshi@town.taketomi.okinawa.jp

編集発行 竹富町教育委員会

沖縄県石垣市美崎町１１－１

TEL ０９８０－８７－６２５７

第５７号

２０２６年２月２７日発行
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